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 〔 ・賞与の引下げを行った。（ 6月期：0.15月分　12月期0.1月分） 〕
理事  ・俸給月額を0.3%引下げた。（12月から）
 〔 ・賞与の引下げを行った。（ 6月期：0.15月分 12月期0.1月分） 〕
理事（非常勤） 〔　該当者なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕
監事  ・俸給月額を0.3%引下げた。（12月から）




平成21年度年間報酬等の総額 　 　 就任・退任の状況
前職





































































































































































　・ 期末・勤勉手当の引下げ（ 6月期：0.2月分  12月期：0.15月分）










































医療職種（病 院 医 師） 人該当なし

























































































































































































歳 千円 千円 千円 千円
技能・労務職種 人該当なし
















































































































































































































































専門員 課長 部長 部長 部長 部長
人員
（割合）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1,156 125 236 532 149 71 33 7 3 0 0
（ 10.8%）（ 20.4%）（ 46.0%）（ 12.9%）（  6.1%）（  2.9%）（  0.6%）（  0.3%）（  0.0%）（  0.0%）
年齢
（最高～最低）
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳













































助手 講師 准教授 教授 教授
人員
（割合）
人 人 人 人 人 人 人
2,569 8 737 137 724 963 0
（  0.3%）（ 28.7%）（  5.3%）（ 28.2%）（ 37.5%）（  0.0%）
年齢
（最高～最低）
歳 歳 歳 歳 歳 歳





























区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
標準的







人 人 人 人 人 人 人 人
485 4 358 81 38 4 0 0
（  0.8%）（ 73.8%）（ 16.7%）（  7.8%）（  0.8%）（　　%）（　　%）
年齢
（最高～最低）
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳



































61.8 64.8 63.4 
査定支給分（勤勉相当）（平均）
% % %
38.2 35.2 36.6 
最高～最低
% % %










43.6 ～ 33.2 45.6 ～ 28.4 44.3 ～ 31.2
（事務・技術職員）




63.0 66.5 64.8 
査定支給分（勤勉相当）（平均）
% % %
37.0 33.5 35.2 
最高～最低
% % %










41.9 ～ 32.8 37.5 ～ 29.0 36.8 ～ 30.9
（医療職員（病院看護師））




59.7 66.8 63.3 
査定支給分（勤勉相当）（平均）
% % %
40.3 33.2 36.7 
最高～最低
% % %






























































































千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
給与，報酬等支給総額（A） 40,019,187 41,035,318 △ 1,016,131 （△ 2.5%） △ 3,330,192 （△ 7.7%）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
退職手当支給額 （B） 4,209,307 5,143,257 △   933,950 （△ 18.2%） △ 1,105,027 （△20.8%）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
非常勤役職員等給与 （C） 16,907,624 14,588,284 2,319,340 （15.9%） 8,821,462 （109.1％）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
福利厚生費 （D） 6,278,617 6,315,648 △    37,031 （△ 0.6%） 207,744 （3.4%）
最広義人件費
（A＋B＋C＋D）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）


















年　　　度 基準年度（平成17年度） 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
給与，報酬等支給総額
（千円） 44,134,027 42,046,289 40,946,686 41,035,318 40,019,187
人件費削減率
（％） △ 4.7 △ 7.2 △ 7.0 △ 9.3
人件費削減率（補正値）
（％） △ 4.7 △ 7.9 △ 7.7 △ 7.6
Ⅳ　法人が必要と認める事項
特になし
 （総務部）
注１：「人件費削減率（補正値）とは，「行政改革の重要方針」（平成17年12月24日閣議決定）による人事院勧告を踏まえ
た官民の給与較差に基づく給与改定分を除いた削減率であり，平成18年，平成19年，平成20年，平成21年度の
行政職（一）職員の年間平均給与の増減率はそれぞれ0%，0.7%，0%，△2.4% である。
注２：基準年度（平成17年度）の給与，報酬等支給総額は，法人移行時の人件費予算相当額を基礎に算出した平成17
年度人件費予算相当額である。
注１：「非常勤役職員等給与」においては，寄附金，受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に係る費用及び人材派遣契
約に係る費用等を含んでいるため，財務諸表附属明細書の「１７役員及び教職員の給与の明細」における非常勤の合計額と一致し
ない。
注２：「退職手当支給額」欄は，国の常勤職員に相当する，法人の常勤職員に係る退職手当支給額を計上している。
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話題
経営管理大学院では，多くの学生に支持され，質
の高い授業を提供してきた優秀な教員を表彰するた
め，「京都大学経営管理大学院ベストティーチャー
賞」制度を創設した。
第１回目となる平成21年度ベストティーチャー賞
に，曳野　孝准教授とアスリ・チョルパン准教授が
選ばれ，５月19日（水）に表彰式を行った。
経営管理大学院ベストティーチャー賞表彰式を開催
学士会館のフロント正面に七大学展示コーナー
がオープンし， 5月28日（金）に開設セレモニーが
行われた。当日は，学士会理事長および各大学の
総長によるテープカットの後，各大学のコーナー
のテープカットが行われた。
このコーナーは，学士会が七大学の社会発信の
場として学士会館内に提供されたものである。コー
ナーの場所は各大学の総長の抽選により決まった
もので，京都大学のコーナーは入口を入って右側，
大阪大学と東北大学の間に位置している。
本学の展示コーナーのコンセプトは「京都大学の
過去・現在・未来」
であり，それぞれ
京都大学の「足跡」，
京都大学の「いま」，
京都大学の「これか
ら」と題して，本学
の魅力を伝えてい
る。その他に，ディ
スプレイを設置し，
京都大学紹介DVD
を映しており，「学
位ストール」や京都
大学グッズも展示し
ている。
近くに行かれた際
には，是非学士会館にお立ち寄りいただき，各大学
の個性あふれる展示コーナーを見学願いたい。なお，
学士会館のレストランでは京大ビールも提供している。
（総務部）
松本　紘総長が学士会館七大学展示コーナー開設セレモニーに出席
京都大学コーナーのテープカット：
松本総長（左）と井口学士会理事長
（経営管理大学院）
左からチョルパン准教授，小林院長，曳野准教授
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附置研究所・センタ 「ー品川セミナー」第１回を開催
工学研究科で実施している日本学術振興会拠点大
学交流事業「環境科学」（交流先：マレーシア）および
「都市環境」（交流先：中国）に関連し，６月４日（金）
京大会館において連絡協議会が開催された。
この連絡協議会は，「環境科学」と「都市環境」双方
から，研究グループのリーダーと国内協力大学の研
究者が一堂に会し，昨年度の交流実績と今年度の交
流計画について討議し，情報を共有することを目的
として毎年開催されている。今年度は本学から塩田
浩平理事・副学長，森　純一国際交流推進機構長，
小森　悟工学研究科長をはじめとする25名が，また，
国内協力大学から12名が参加された。
会議では，小森工学研究科長の挨拶の後，塩田理
事から本学の国際化への対応状況についてのスピー
チがあった。その中で，今後は外部に向けて京都大
学の情報を発信していくとともに，海外の学生・研究
者を受け入れるためのインフラ整備をしていく必要が
あり，その際には本拠点大学交流事業で培った経験
が一つのモデルとなるであろうとの発言もあった。
その後，「環境科学」のコーディネータの松岡　譲
教授とプログラムリーダーの長　昌史講師，ならび
に「都市環境」のコーディネータの津野　洋教授とプ
ログラムリーダーの井上耕治講師から，それぞれの
事業における昨年度の交流実績と今年度の交流計画
について説明があった。 
これからも工学研究科では，本事業で得られた知
見を国際社会に発信していくとともに，これまでの
交流によって培われた研究者間のネットワークを効
率的に維持・発展させていくための資金の獲得にも
尽力することとしている。
（大学院工学研究科）
平成２２年度日本学術振興会拠点大学交流事業「環境科学」および「都市環境」
連絡協議会を開催
開会の挨拶をする小森研究科長（右）と塩田理事 会場の様子
６月４日（金），東京オフィスにて第１回「品川セ
ミナー」を開催した。
品川セミナーは，本学に設置されている22の附置
研究所・センターが，学問の最先端の様子を広く一
般の方々に知っていただくため，東京・品川の東京
オフィスにて開催する連続セミナーである。第１回
は，松沢哲郎霊長類研究所長が「人間とは何か－チ
ンパンジーとの比較から－」と題して開催した。
参加者は，サイエンスカフェ風のくつろいだ雰囲
気のなかで，最新の研究成果について松沢所長のわ
かりやすい解説に興味深く聞き入っていた。
品川セミナーは，毎月１回第１金曜日に東京オ
フィスにて開催し，第２回目の７月２日（金）は，東
南アジア研究所が担当した。以後，平成24年３月２
日（金）の第22回まで連続で開催する予定である。
品川セミナーについての詳細は，http://www.
kuic.jp/top_sinagawa.htmlを参照願いたい。
（霊長類研究所）
セミナーの様子
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創立記念行事音楽会を開催
６月８日（火），NHKラジオ第一（全国放送）の番組
｢旅するラジオ｣の公開生中継が，西部構内カフェテ
リアルネ南側広場において行われた。「旅するラジオ」
は，ラジオ中継車で週単位ごとに全国を回り，地域
発の話題を全国に発信していく番組で，６月第１週
は京都府の週に当たり，このうち二日目の６月８日
は，本学出身の俳優・辰巳琢郎氏を迎えて中継が行
われた。
中継は12時30分から12時50分までの20分間行わ
れ，まず演劇に明け暮れたという辰巳氏の学生時代
や，当時と今の京都大学との変化について話された。
　続いて当時辰巳氏が所属していたゼミ担当教員の
喜志哲雄氏（本学名誉教授）と，同じくゼミ生だった
真鍋晶子氏（滋賀大学教授）が中継に参加され，当時
の辰巳氏のひととなりについて思い出話に花が咲い
た。辰巳氏が女子学生の注目の的だったという喜志
氏の話に，辰巳氏がはにかみながら応対するなど，
終始和やかな雰囲気の中進行した。
中継には学生や近隣住民の方々をはじめとして，
約100名の聴衆が集まり，辰巳氏の話に熱心に耳を
傾けていた。
（総務部）
NHKがラジオ公開生中継を実施
公開生中継の様子 学生時代を語る辰巳氏
６月18日の本学創立記念日を祝し，第54回京都大
学創立記念行事音楽会「長岡京室内アンサンブルメ
ンバーによる室内楽」が６月17日（木）に京都コン
サートホールで開催された。
梅雨の晴れ間の中，長岡京室内アンサンブルメン
バーによる迫力のある演奏が，会場を優雅な雰囲気
に包み込んだ。
演奏の様子
（学生部）
第６１回京都大学・東京大学対校競漕大会を開催
６月20日（日），第61回京都大学・東京大学対校競
漕大会が大津市・瀬田川にて開催された。
当日は大雨の中での開会式であったが，対校レー
スが開始される頃には雨も上がり，松本　紘総長も
観戦される中で熱戦が繰り広げられた。
女子クオドルプルを含む対校４レースにおいて京
大ボート部が３勝１敗，うちメインレースの対校エ
イトレース（3200ｍ）では，昨年に引き続き京大が勝
利した。
今回，京大ボート部は，新しい試みとして
WiMAX高速大容量通信システムを利用して，伴走
艇や橋上，川岸からレースをビデオ撮影して，PCを
3236
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平成２２年度日本学術振興会拠点大学交流事業「都市環境」コーディネーター会議
を開催
通じて送信し，艇庫屋上観覧席の大型ディスプレイ
4台で実況放映を行った。スタートからゴールまで
全コースの実況中継により，屈曲する自然河川での
レースの醍醐味や迫力，漕手の渾身の力漕を堪能す
ることができ，観戦者は大きな声援をあげて盛り上
がった。映像はさらにUstreamを用いてインター
ネットを通じ全国のOBや選手家族にも配信され，
実況時200を超えるアクセスがあった。
本WiMAX映像中継は，現役ボート部員やOB有
志が一丸となって実験を重ね，また，学術情報メディ
アセンター教員，ボート部濃青会（OB会），関係企業，
関係者の協力・支援により実現した。
なお，本大会の映像ダイジェスト版は，京都大学
OCW（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/news/tyumoku/01/
index-1）で，また，レースの全映像は，京都大学ボー
ト部ホームページ（http://www.biwa.ne.jp/̃rowing/）
で視聴可能となっている。
勝利を祝う松本総長，前川ボート部長と京大エイトクルー
大勢の応援観戦者の前を力漕する京大エイト
工学研究科で実施している日本学術振興会拠点大
学交流事業「都市環境」に関連し， 6月23日（水）清華
大学（北京）の環境科学與工程系においてコーディ
ネーター会議が開催された。会議には，日本側から
コーディネーターの津野　洋教授，北田敏廣豊橋技
科大教授，武田信生名誉教授，高岡昌輝准教授，松
島格也准教授，井上耕治講師，冨士田誠之講師およ
び関係事務職員が出席し，中国側からはコーディ
ネーターのHAO Jiming教授，HUANG Xia教授，
WANG Wei教授，WANG Chengwen教授および関
係事務職員が出席された。 
会議では，本事業の昨年度の交流実績と，今年度
計画している秋のセミナーおよびこの10年の共同研
究の実績となるテキストの出版計画に関して，活発
な議論が行われた。両国のコーディネーターは，お
互いに今後も密接な協力関係を維持し，共同研究を
進めていく意志を確認した。
（大学院工学研究科）
コーディネーター会議の様子
（学生部）
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本学卒業生の作家綾辻行人氏が松本　紘総長を訪問
本学教育学部を卒業後，教育学研究科博士後期課
程まで進学し，在学中にデビューを果たされた作家
綾辻行人氏が， 6月25日（金），本学広報誌の取材の
ため来学された機会に，松本　紘総長を訪問された。
まずは，綾辻氏から著作『深
み
泥
どろがおか
丘奇
き
談
だん
』が総長に
贈呈され，松本総長は興味深そうに著作のページを
めくりながら，「どうしてこの道に進もうと思った
のか」「構想にはどれくらいかけるのか」「途中で筋道
を変えたりするのか」「推敲はどうやってするのか」
など，次々と質問を投げかけられた。
その後は，綾辻氏から松本総長の専門であるプラ
ズマについて質問されたり，漢字の話になったりし
た後，現実の世界である「実」と小説の世界である
「虚」の話になり，綾辻氏から「いくら虚の世界を書
いていても実の世界がどうしてもにじみ出る」と言
われた言葉に，松本総長は深く頷いておられた。
最後に，松本総長から「卒業生の誇りなので，こ
れからも魅力ある作品を創出してください」と綾辻
氏を激励され，和やかな懇談の場が終わった。
（総務部）
綾辻氏と松本総長の懇談の様子
6 月25日（金），キャンパスプラザ京都において「京
大宇宙ユニット・JAXA宇宙科学研究所共同研究
ワークショップ～京から始まる新しい宇宙学～」を
開催した。これは，本年 4月に本学の宇宙ユニット
（宇宙総合学研究ユニット）とJAXA（宇宙航空研究
開発機構）・宇宙科学研究所（ISAS）が共同研究契約
を締結し，宇宙総合学研究ユニットに宇宙総合学
ISAS連携研究部門を設置したことを受け，共同研
究のキックオフミーティングとして広く議論を行う
ためのものである。この共同研究では，「宇宙環境
の総合理解と人類の生存圏としての宇宙環境の利用
に関する研究」を推進することを目的としている。
ワークショップ午前の部は，柴田一成ユニット長に
よる共同研究の経緯説明で始まった。続いて松本　紘
総長は，挨拶の
中で「（将来）宇
宙を利用しない
わけにはいかな
くなる。そういっ
た時代の期待に
応えられる知識
と技術を共に連
携研究部門の中
で進めて行くこ
とを切に願っている」と連携部門への期待を述べら
れた。また，小野田淳次郎 ISAS所長も，宇宙に行く・
宇宙を利用することを可能にする「宇宙科学」研究分
野の推進を共に行う必要性や連携部門への期待を挨
拶の中でコメントされた。
この後，磯部
洋明特定講師か
ら，共同研究の
概要説明があっ
た。従来の理工
学的な共同研究
に加え，生命科
学や人類が宇宙
へ出て行く意義
の人文社会科学
的検討など，本学でしかできないような新しい研究
分野の開拓を目指すことも表明した。理工学的な研
究計画の具体的な内容は，理学分野から浅井　歩特
定助教が太陽物理学を基軸とした太陽地球環境の研
究計画を，工学分野から坂東麻衣特定助教が宇宙生
存圏に向けた宇宙ミッションデザイン工学に関する
研究計画をそれぞれ示した。
ワークショップ午後の部では，本学やISASの理
学・工学の諸分野から，共同研究のさまざまな可能
性が議論された。また，神戸大学国際文化研究科の
岡田浩樹教授からは，文化人類学的立場から宇宙空
間で人類が生活するようになった際の文化の形成に
ついて講演があり，まさに理学・工学にとどまらな
い「宇宙学」について議論する良い機会となった。
本ワークショップの最後には，山川　宏副ユニッ
ト長による司会の下，パネルディスカッションの時
間が設けられた。数名のコメンテータを中心に，本
連携部門の方向性へのコメントやさまざまな期待が
述べられた。参加者は，本学やISAS関係者を中心
宇宙総合学研究ユニットがJAXA宇宙科学研究所と共同研究ワークショップを開催
松本総長による挨拶
磯部特定講師による共同研究の説明
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6 月30日（水），芝蘭会館山内ホールにて，女性研
究者支援センター主催（男女共同参画推進室，キャ
リアサポートセンター，女性研究者養成システム改
革推進委員会共催）シンポジウム「シリーズ 私の仕
事とキャリアデザイン２ 男だって育児休業」を開催
した。
京都大学に所属する女性研究者をパートナーに持
ち，育児休業を現在取得中，また，過去に取得され
た男性二人を講師に迎え，体験談や今後の展望を
語っていただいた。はじめに，文部科学省生涯学習
政策局政策課専門職川村　匡氏が「女性研究者を支
える男性育児休業」と題して講演された。また，１年
間の育児休業の経験に
加えて，この日施行さ
れた改正育児・介護休
業法の内容についても
解説された。
次に，農学研究科
研修員の山口道利氏
が「育児と研究の両立
について－夫婦で研究
者を目指す立場から
－」と題して講演され
た。また，日本学術振
興会特別研究員の「育
児等による採用中断制
度」や科研費の取り扱
いなど若手研究者に
とって貴重な情報とと
もに，休業中の子育て日記なども公開された。ディ
スカッションでは，講演者のパートナーに演台にあ
がってもらうというサプライズもあり，育児や仕事
について，父親，母親両方の立場からの本音を聞か
せていただいた。
シンポジウム後は懇親会を行い，東海大学，三重
大学，大阪府立大学および関西学院大学から，女性
研究者支援を担当する方々が参加し，大西珠枝理事・
副学長の挨拶の後，打ち解けた雰囲気の中，意見交
換が行われた。
（女性研究者支援センター）
女性研究者支援センターシンポジウム「シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン２ 
男だって育児休業」を開催
研究員の採用中断制度を紹介
する山口氏
育児休業の経験を語る川村氏
に予想を上回る70名余となり，共同研究に直接関わ
らない方や学部生・大学院生の参加も多数あり，宇
宙分野への関心を改めて感じる機会となった。
（宇宙総合学研究ユニット）
このたび，恒
つね
藤
とう
敏
とし
彦
ひこ
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
訃報
恒藤　敏彦　名誉教授
恒藤敏彦先生は，４月14日
逝去された。享年79。
先生は，京都一中卒業後，
昭和28年京都大学理学部物理
学科を卒業，その後湯川研究
室において大学院修士課程，
博士課程を過ごされた後，同
33年９月に米国イリノイ大学
に留学，同38年大阪大学基礎工学部講師，同40年同
助教授，同42年京都大学理学部助教授を経て，同46
年11月同教授に就任，極低温物理学講座を担任され
た。平成６年停年退官され，京都大学名誉教授の称
号を受けられた。この間，平成元年４月１日より同
３年３月31日まで京都大学評議員を併任された。
本学退官後は，龍谷大学理工学部に移られ，平成
７年４月より同９年３月まで同理工学部長を務めら
れた。
先生は，BCS理論と呼ばれる超伝導の基礎理論を
発表直後のジョン・バーディン教授の下に留学され
たのを機に，高エネルギー物理から超伝導をはじめ
とする低温物理学の理論研究へと研究分野を変えら
れ，超伝導の理論的基礎の構築に多大な功績を挙げ
られた。その後，ボース超流動の研究から派生した
相転移の臨界現象や低次元系を対象とした量子多体
論の研究，超流動ヘリウム３における磁性や渦格子
状態に関する先駆的研究，固体ヘリウム３のスピン
動力学の研究，などを通して，低温物理学分野にお
いて国際的に常に指導的立場に立っておられた。
（大学院理学研究科）
3239
京大広報 2010.7　No. 658
本プログラムは，東南アジア研究所を主幹部局
として2007年 7 月にスタートした。グローバルで
長期的な視野から，アジア・アフリカ地域の持続
的発展に関する本格的な文理融合型研究に取り組
むために，地域研究を志向する五つの部局と，農
学，生態学，医学，工学などのサイエンスを志向
する四つの部局が共同して，環境と持続性につい
ての根本的な価値の転換を求める，新しいパラダ
イムの形成のための共同研究を行ってきた。昨年
度の中間評価で「とくに優れた拠点」との評価を受
けたことによって，当初の情熱にいささかの自信
が加わり，勢いを維持したまま，現在 5年間のプ
ロジェクトの 4年目に入ったところである。高い
評価を受けたことによって，残りの 2年間，あま
り財政的な心配をすることなく研究を推進するこ
とができるのも心強い。
われわれは一貫してパラダイム形成と大学院・
ポスドク教育を両輪とする体制を維持してきた。
アジア・アフリカ地域研究研究科には，このプロ
グラムをきっかけに「グローバル地域研究専攻」が
誕生し，「持続型生存基盤論講座」を中心に数名の
大学院生がこのプログラムの影響の下で研究を
行っているし，その他にも多くの院生がこのプロ
グラムの支援を受けて地域研究に携わっている。
他方，教育と研究をつなぎつつ，パラダイム形成
の中核となってきたのは，つねにポスドクレベル
のグローバルＣＯＥ助教，研究員であった。研究
室を共有しつつ，ある大きな共通の目標に向かっ
て若い知が融合し始め，事業推進担当者として名
前を連ねたスタッフを動かすとともに，拠点リー
ダーの私の頭のなかに多様な論点が蓄積されて
いった。そして，研究会や合宿，フィールドワー
クをつうじて共通の思考が練られた。その最初の
成果は，この 3月に刊行された『地球圏・生命圏・
人間圏－持続的な生存基盤を求めて－』に収めら
れている。
このまま作業を続けていけば，われわれの研究
の最終成果を世に問うには，はるかに大きなス
ペースが必要になるだろう。現在，日本語の論集
「持続型生存基盤論講座」（全 6巻）と英文の論集 2
巻の刊行が構想され，準備が進んでいる。もちろ
ん，『地球圏・生命圏・人間圏』の序章に記した三
グローバルCOEプログラム紹介
プログラム名称：生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点
拠点リーダー：東南アジア研究所教授　杉原　　薫
申請分野：学際・複合・新領域　　研究分野：地域研究
申請部局： 東南アジア研究所，工学研究科（電気工学専攻），農学研究科 
（地域環境科学専攻・応用生命科学専攻・森林科学専攻），
アジア・アフリカ地域研究研究科，生存圏研究所，人文科
学研究所，地域研究統合情報センター，アフリカ地域研究
資料センター，生存基盤科学研究ユニット
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つのパラダイム転換，すなわち「地表から生存圏
へ」，「生産から生存へ」，「温帯から熱帯へ」に込
められた方向は変わらない。しかし，新しいパラ
ダイムの基本概念としての「生存圏」，「生存」，「熱
帯」の定義と内容は，まだまだこれから豊かにし
ていかねばならない。
ここでは現在作成中の「生存基盤指数」をめぐる
討論を，序章に掲げた図などを参照しながら紹介す
ることにしよう。まず，図１「生存圏の歴史的射程」
には三つの圏の並存と相互作用が示されている。
これまでの「人間開発指数」では，人間圏に直接か
かわる一人当たり所得，教育，健康などが指数化
されてきたが，生存基盤の全体を指数化
しようとするわれわれの立場からは，人
間開発指数は生存圏全体からいえば人間
圏だけ，すなわち生存圏の 3分の 1をカ
バーするにすぎない。災害への対応力や
生物多様性の保全度を考慮した「生存基
盤指数」は，アジア・アフリカの地域社
会に生きる人々の生活実感にはるかに近
いかたちで，かれらの社会の「基盤」と「目
標」を示すであろう。
図２は，生存圏に関する既存の視点の
対象領域と特徴を示したものである。わ
れわれの立場は，緊急事態になれば結局
は人間の生存基盤を優先しなければなら
ないことを認める点ではヒューマニズム
と共通点を持っているけれども，地球圏
の持続と生命圏の保全にコミットしてい
る点では，近代思想の一部（欲望の解放，
資源の無制限の収取）に明確な限定を付
す。すなわち，地球圏の表面にあって生態系を支
える水，空気，土壌などの持続性を，人間圏の存
続にとって必要不可欠のものと考え，物質・エネ
ルギー循環そのものを生存基盤として認知するだ
けでなく，人間と他の生命との関係についても，
普通に想定されているよりもはるかに親密な，一
方抜きでは他方はありえないような本質的なもの
として再構築しようとしている。
図３は，熱帯雨林気候から砂漠気候にいたる，
熱帯・亜熱帯地域における多様性の幅を強調して
いる。幅の広さが，温帯で生まれた技術や制度が
そのままでは適用できない大きな理由の一つであ
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り，地球環境全体の保全を考えるなら，もっとも
多様な幅を持つ熱帯（さらにこの論理を拡張すれば
寒帯も含めたすべての地球環境）を想定した技術や
制度に組みかえなければならないというのがその
発想であった。それは，すでに「生存」という概念
にわれわれが込める内容を豊かにしてくれつつあ
る。環境を統御したり，環境に適応したりするだ
けでなく，環境と交わり，みずからも環境となる
こともまた，生存の本質ではないだろうか。そこ
から，エイズ患者の地平から生存を捉えたり，愛情，
尊重，尊厳といった価値を多様な社会に
普遍的なものと考える発想が芽生えてい
る。引き続き熱帯生存圏に密着し，その
持続に必要な価値を概念化していきたい。
図４は，まだ形成途上のもので，メン
バーのあいだで何種類もの図が作られて
いるところである。これは私がもっとも
初期に書いた図であるが，いま述べた愛
情，尊重といった価値は親密圏に属し，
自由，平等といった公共圏の価値よりも
「主観的」なものだと考えられることが
多い。しかし，人間は生まれた瞬間，死
ぬ直前にはしばしば親密圏にいて，愛情
や尊厳がもっとも重要な価値となる。社
会に出て，公共圏で活躍している年齢の
あいだも，親密圏の価値が重要でなくな
るわけではない。教育年限が長くなり，
高齢化が進むにつれて，今後人類が親密
圏で過ごす時間は増えることはあって
も減ることはないであろう。しかも，子
育てや教育，介護や医療のように，親密圏と公共
圏の協働が必要な分野の重要性は拡大しており，
親密圏のしっかりしていない社会は生産現場を支
える人材を確保できなくなりつつある。生産では
なく生存をベースにした親密圏と公共圏の連携が
人間圏の質を決めつつあると言えよう。
こうして，われわれの考えるパラダイム転換
は，日本社会の現実にもはねかえってくる。それ
もまた，われわれを奮い立たせる大きな要素の一
つなのである。
（東南アジア研究所教授　杉原　　薫）
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